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マダラウミスズメ調査についてのＱ＆Ａ

　 前 号 で お 知 ら せ し た マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ の 調 査 結 果 等 に つ い て 、 Ｑ ＆ Ａ 形 式 で ま と め て み ま

した。

マダラウミスズメってどんな鳥？

　 マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ は チ ド リ 目 ウ ミ ス ズ メ 科 に 属 す る 小 型 の 海 鳥 で す 。 ほ と ん ど の 海 鳥 が 孤

島 や 海 近 く の 断 崖 に 営 巣 す る の に 対 し 、 マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ は 海 か ら か な り 内 陸 に 入 っ た 老 齢

林の樹上に、単独で営巣する変わった習性を持っています。

　分布は、アリューシャン列島を中心に、東はカナダやアメリカ沿岸、西は日本沿岸にいた

る範囲です。太平洋の東側の個体群は基亜種 Brachyramphus marmoratus marmoratus  とさ

れ、西側の個体群は Brachyramphus marmoratus perdix という亜種として考えられてきま

した。このperdixのほうは、体が大きく、嘴がより長いのが特徴です。体重はmarmoratus 

が220gであるのに対し、perdix は287gと、かなり重くなっています。また、羽衣にも違い

が見られます。

　 こ の よ う な 形 態 的 な 違 い に 加 え 、 近 年 の 遺 伝 的 な 手 法 に よ っ て 、 両 者 が 亜 種 と し て の 関 係

ではなく、別種であるとの見解がなされるようになりました。

なぜマダラウミスズメの調査をしたの？

　マダラウミスズメ（Brachyramphus marmoratus perdix）は、日本ではこれまで小清水町

藻 琴 山 山 麓 で の み 繁 殖 が 確 認 さ れ て お り 、 そ れ が 唯 一 の 繁 殖 確 認 と な っ て い ま す 。 し か し 、

発 見 者 ら の 手 記 に よ れ ば 、 産 卵 場 所 は 草 地 で あ り 、 卵 は 3 個 で し た 。 岩 の 上 な ど に 営 巣 し た

例 も あ る も の の 、 マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ の 多 く は す で に 述 べ た よ う に 老 齢 林 の 樹 上 に 営 巣 す る こ

と が 多 く 、 し か も 卵 は 1 つ で す 。 ま た 、 最 近 に な っ て 日 本 で の そ の 卵 を 鑑 定 し た ア メ リ カ の

研 究 者 に よ れ ば 、 こ の 卵 は 明 ら か に マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ の も の と は 異 な っ て い る こ と が わ か り

ま し た 。 巣 が あ っ た と さ れ た 付 近 で 、 「 抱 卵 中 」 と さ れ た 成 鳥 も 採 集 さ れ て は い る も の の 、

確実な証拠となるものはありません。



　 そ の 一 方 で 、 繁 殖 に 必 要 な 老 齢 林 は 、 日 本 だ け で な く ロ シ ア で も 大 量 に 伐 採 さ れ て お り 、

生態の解明もされないままに個体数は激減していると思われます。

　 今 年 度 の 調 査 は 、 日 本 で の マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ の 繁 殖 に 関 す る な ん ら か の 手 が か り を 得 る こ

とを目的としました。

どんな人たちが調査をしたの？

　 調 査 は 日 本 ウ ミ ス ズ メ 類 研 究 会 と パ シ フ ィ ッ ク ・ シ ー バ ー ド ・ グ ル ー プ が 共 同 し て 行 い ま

した。

　 日 本 ウ ミ ス ズ メ 類 研 究 会 は 1 9 9 3 年 に 設 立 さ れ た 海 鳥 研 究 者 の 連 絡 団 体 で す 。 研 究 会 で

は 、 1 9 9 4 年 1 0 月 よ り （ 財 ） 日 本 自 然 保 護 協 会 の P . N . フ ァ ン ド 助 成 を 受 け 、 『 希 少 ウ ミ ス ズ

メ類の現状と保護』に関する調査研究を続けてきました。

　 共 同 調 査 を 行 っ た パ シ フ ィ ッ ク ・ シ ー バ ー ド ・ グ ル ー プ 、 Ｐ Ｓ Ｇ は 、 ア メ リ カ や カ ナ ダ な

ど環太平洋の海鳥研究者で構成される大きな団体です。

　今回、ＰＳＧから調査に参加したのは、マダラウミスズメ研究の第一人者であるKim 

Nelson（キム=ネルソン）さん、キムさんの夫であるWill Wright（ウィル＝ライト）さん、

そしてTom Hamer（トム=ヘイマー）さんです。さらに、海鳥研究者のLora Leschner（ロー

ラ=レシュナー）さん、そしてウミスズメ研究で有名なAnthony Gaston（アンソニー＝ガス

トン）さんも調査に加わりました。日本からは小野宏治（東邦大学理学部、日本ウミスズメ

類研究会幹事、PSG日本海鳥保護委員会委員長）、福田佳弘（日本ウミスズメ類研究会幹

事）、John Fries（ジョン=フリーズ、東邦大学理学部、PSG日本海鳥保護委員会委員長（小

野と共同））をはじめ、日本ウミスズメ類研究会会員の佐藤美穂子、大槻都子、赤間剛夫の

みなさんが参加しました。さらに、現地より松田光輝さん（知床自然センター研究員）、川

崎康宏さんらが調査に加わり、総勢14名あまりで知床を中心にキャンプをしながら6月30日

から7月6日までの約1週間、調査を続けました。

どこでどんな調査をしたの？

　 調 査 地 は 、 日 本 で 唯 一 繁 殖 が 確 認 さ れ た と さ れ て い る 小 清 水 町 藻 琴 山 、 そ し て 原 生 的 な 森

林 が 比 較 的 残 っ て い る と 思 わ れ る 知 床 半 島 で す 。 知 床 で は 、 現 地 の 環 境 を 下 見 し な が ら 、 半

島の北側にあたるウトロ側で調査を行いました。

どんな調査をしたの？

　 調 査 は 、 ま ず 声 を 確 認 す る こ と か ら は じ め ま す 。 日 本 側 の 亜 種 の マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ が ど ん



な 声 で 鳴 く の か 、 ア メ リ カ 側 の 亜 種 の マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ と 似 た よ う な 声 な の か は ま だ わ か っ

て い ま せ ん が 、 調 査 者 は 事 前 に マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ の 声 の テ ー プ を 何 度 も 聴 き 、 声 の 特 徴 を 覚

えておきます。

　 こ の 声 は 、 巣 に 飛 来 す る と き な ど に よ く 聞 か れ ま す 。 ほ か に も 、 マ ガ モ に 似 た よ う な 声 で

「グァグァグァ…」と鳴くこともあります。

　 調 査 の 時 間 帯 は 、 公 式 な 日 の 出 時 刻 の 約 1 時 間 前 か ら 日 の 出 後 1 時 間 く ら い ま で で す 。 今

回は1時15分に起床、そして2時15分より約2時間から3時間、調査を行いました。

　14人のグループを3チームに分け、海側や山側の見晴らしのいい地点に配置します。

　 調 査 地 は 、 前 日 に 入 念 な 下 見 を 行 い 、 太 い 針 葉 樹 の あ る と こ ろ や そ の 飛 来 ル ー ト に 当 た る

ようなところを選んでテープでマーキングしておきます。

　 現 地 に 着 い た チ ー ム は 、 道 沿 い に お よ そ 1 0 0 m 間 隔 に な ら び 、 声 と 姿 に よ る 確 認 を し ま し

た。

調査結果は？

　 残 念 な が ら 、 今 回 は 調 査 期 間 が 短 い こ と も あ っ て 十 分 な 確 認 は で き ま せ ん で し た 。 ま た 、

知床岬寄りのルシャ川一帯が、林道工事のために入れず、今後の可能性を残しました。

　 た だ し 、 マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ の 調 査 に 精 通 し て い る キ ム さ ん や ト ム さ ん に よ れ ば 、 同 じ 場 所

を 時 期 や 時 間 を 変 え て 6 度 調 査 し て も 確 認 で き ず 、 7 度 目 で や っ と 確 認 さ れ た ケ ー ス も あ る

とのことでした。

　研究会では今後もさらに調査を続けていきたいと考えています。

（文責・小野宏治、インターネットのホームページで公開されているものより転載）

海鳥シンポジウムへの参加、ありがとうございました

　7月13日に東邦大学にて行われた海鳥シンポジウムは、盛況のうちに終わりました。

　当日は、アホウドリ研究でおなじみの長谷川博さんに、長年の調査結果をビデオやスライ

ドを交えてお話しいただきました。また、ウミスズメの研究で著名なガストンさんには、カ

ナダでの研究について、海鳥調査ボランティアの話も交えながらお話しいただきました。ガ

ストンさんの講演は、黒沢令子さんに通訳していただきました。英語が不得意な我々にも十

分に調査内容を理解することができて、とても充実したものとなりました。

　関係者のみなさんに改めてお礼を申し上げるとともに、突然の通訳依頼にご快諾くださっ

た黒沢さんに深く感謝いたします。



　また、参加者のみなさんには、当日の進行に一部不手際がありましたことをお詫び申し上

げます。

Pacific Seabird Groupの大会日程

　PSGの1997年度大会の日程が決まりました。

場所：アメリカ、オレゴン州、ポートランド　　Marriott Hotel (Rose City)

日程： 1997年1月8日 レセプションなど

1月9～11日 口頭発表、ポスターセッションなど

1月11日 夜に、Banquet

1月12日 フィールドトリップ

　なお、発表要旨の締め切りは10月1日、参加申し込みの締め切りは11月1日となっていま

す。参加を希望される方は、早めに事務局までご連絡下さい。学会の詳しい案内が届きしだ

い、折り返しコピーをお送りします。

パ シ フ ィ ッ ク ・ シ ー バ ー ド ・ グ ル ー プ （ P S G ） は 1 9 7 2 年 に 設 立 さ れ た 環 太 平 洋 の 海 鳥 研 究 者 ら で 構 成

される団体です。年1回の大会のほか、年2回、会報『Pacific Seabirds』を発行しています。PSG内に

は 日 本 海 鳥 保 護 委 員 会 も 設 立 さ れ 、 私 た ち と 共 同 で 、 さ ま ざ ま な 調 査 や 保 護 活 動 を 展 開 し て い ま す 。 な

お、PSGの活動は随時会報で紹介していきます。

　 会 費 は 年 2 0 ド ル 、 学 生 の 場 合 は 1 3 ド ル で す 。 た だ 、 毎 年 の 送 金 の 手 間 を 考 え る と 、 生 涯 会 員 （ 6 0 0 ド

ル）のほうが便利でしょう。

　 P S G へ の 入 会 方 法 は 、 事 務 局 ま で お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。 近 日 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジ に も 、

入会フォームを登録する予定です。

　 な お 、 事 務 局 で は 、 生 涯 会 員 に 限 り 入 会 の 代 行 手 続 き も 行 っ て い ま す （ そ の 場 合 、 送 金 為 替 の 手 数 料

を含め、郵便振込もしくは現金書留にて前金でいただきます）。

文献紹介

　最新の文献より、海鳥に関係したものを抜粋しました。

●Ibis　最新号（138）から

・Diving paterns in shags and cormorants (Pharacrocorax): tests of an 

optimal breathing model.

・Site use and fidelity in the Common Guillemot Uria aalge.



・Energy expenditure, body-weight and foraging performance of Storm 

Petrels Hydrobates pelagicus breeding in artificial nesting 

chambers.

・The influence of food availability on the breeding effort and 

reproductive success of Arctic Skuas Stercorarius parasiticus.

・Behavioural and molecular evidence for specific status of light and 

dark morphs of the Herald Petrel Pterodroma heraldica.

・Effect of observer differences on abundance estimates of seabirds 

from ship-based strip transect surveys.

・The effects of flipper bands on adult survival rate and reproduction 

in the Royal Penguin, Eudyptes schlegeli.

以下は、研究会への寄贈文献です。どうもありがとうございました。

●風間辰夫.　1996.　冬期、新潟県海岸に衰弱漂着したケイマフリ Cepphus carbo.　山階

鳥研報，28：45-46.

　タイトルだけでなく、文献の内容紹介も、今後行っていきたいと考えています。

　なお、文献は事務局で閲覧できます（事前にご連絡下さい）。著作上、コピーサービスは

できませんが、内容紹介をお手伝いいただける方に限り、資料として要旨をコピーいたし

ます。

会計報告

　会の設立（1994年10月）より現在に至るまでの、会の財政状況についてご報告します。

会では会員の方々より、「連絡費」として1000円以上を集めております。これは、1000円

で一年、といった年会費制ではなく、会の財政の許す限り「連絡をとり続ける」という会の

運営方針によるものです。したがって、連絡費未納の方でも、退会の意志表明がない限り、

これまで会報を送り続けてきました。

　会の収入源は、こうした連絡費の他に、日本鳥学会大会でのオークション売り上げや、寄

付、Tシャツの売り上げ収入などがあります。

　いっぽう、支出はおもに会報の印刷と郵送によるものです。

　その内訳はつぎのとおりです（1996年7月15日現在）。

────────────────────────────────────────



　費目 円 内訳

────────────────────────────────────────

　寄付・売り上げ収入 341064 Tシャツや報告書の売り上げ、寄付など

　連絡費収入 76000 会員の連絡費

　郵送費 61798 切手代、封筒代など

　コピー費 23510 会報印刷

　その他支出 150630 Tシャツ制作原価、振り込み費など

　会の残金 181126

────────────────────────────────────────

　以上のように、現在の会の残高は181126円となっています。

　連絡費収入と、会報の発送にかかる費用（郵送費＋コピー費）を見てもらうとおわかりで

すが、会報の発送にかかる費用が連絡費を上回っています。これは、言い換えれば、寄付

やTシャツの売り上げがなければ会の運営が維持できない 、ということです。

　どうぞ会の財政事情をご理解の上、懐に余裕のある方は、連絡費をおさめていただきます

よう、お願いいたします。

　　　口座番号　00170-1-580492

　　　　　　口座名　　日本ウミスズメ類研究会

　なお、会の設立当初の頃から大槻都子さんに会計をお願いしていましたが、このたび都合

により会計職を退任されることとなりました。長い間、どうもごくろうさまでした。

　当面は、入会受け付け、会計内容の問い合わせ等はすべて事務局で行いますので、お間違

いないようお願いします。また、従来の振込口座（口座番号　10500-4-5304491、口座名

　日本ウミスズメ類研究会）を閉鎖いたしますので、振り込みは必ず新しい口座のほうへお

願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会計代行・小野宏治）

　※7月以降、何人かの方々よりご寄付いただきました。どうもありがとうございました。お名前は次号以降

の会報にてご紹介いたします。

日本ウミスズメ類研究会
事務局　〒274 船橋市三山2-2-1　東邦大・理・海洋生物内

Phone: 0474-72-5235 / Fax: 0474-72-5236

会計　　〒273 船橋市西船3-8-21 疋田荘2号　大槻都子 方

Ph.&Fax: 0474-37-8924

郵便振替 10500-4-5304491（口座名 日本ウミスズメ類研究会）

日本ウミスズメ類研究会
事務局　〒274 船橋市三山2-2-1　東邦大・理・海洋生物内

Phone: 0474-72-5235 / Fax: 0474-72-5236

E-Mail: kojiono@gol.com,

             hcb00437@niftyserve.or.jp

URL   http://www2.gol.com/users/kojiono/

郵便振替  00170-1-580492

口座名 日本ウミスズメ類研究会

事務局の人手不足のため、入会手続きや会報発行が、今後大幅に遅れることがあります。現在、組織の改革を

検討中ですので、しばらくの間ご容赦下さい。


